
Ⅰ．はじめに

　ニホンジカは日本全国の森林等に生息しているが，それぞれの

生息地におけるシカの個体数や植生のタイプにより，群れの構成

や分布様式に違いが見られる。そのため，様々な生息地のシカ個

体群動態について情報を蓄積することは，現在大きな問題である

シカ被害の防除の上で必要不可欠である。中でも，島という閉鎖

的環境におけるシカ個体群では，直接観察によるほぼ島全体の個

体数および群れの構成の把握が可能であるため，宮城県金華山島，

鹿児島県馬毛島や屋久島において，個体群動態や生息密度，およ

び社会構造と植生の関係について調査が実施されている（1，6，

8）。これらの調査が実施された場所でのシカの生息密度は５０～

６０頭／ km２と高いが，北アメリカのジェームス島では，これより

も更に高い２５０頭／ km２という生息密度が報告されている（2）。今

後一時的にせよ，極めて高密度の個体群が出現する可能性はます

ます増大し，そのような個体群の動態，社会構造，生息地利用に

ついての情報を得る必要性も高まると予想される。

　阿久根大島では，餌付けによりマゲシカ（Cervus nippon 

mageshimae）の生息密度がこれまで報告されている場合に比べ

非常に高い状態で保たれており，このような調査を行うには最適

のサイトであると考えられる。そこで本研究では，阿久根大島に

おいて，マゲシカ個体群の群れの構成と分布様式を明らかにし，

非常に高いシカ生息密度および植生がそれらに与える影響につい

て考察を行った。

Ⅱ．調査地

　調査は鹿児島県阿久根市の沖合約２㎞に位置する阿久根大島で

行った。島の面積は約２８ha で，主にクロマツ・イヌガシを主体

とする森林（常緑広葉樹林および針広混交林）と，オニシバ群落

から成る草地，およびアキグミ・イヌマキ・抵抗性クロマツの植

栽地から成り，それぞれ島の約５０％，約２０％，約２０％を占めてい

る（図１）。島内には餌付けされたマゲシカが生息しており，阿

久根大島の管理人により餌付けの際に給餌場に集まる頭数が計数

され，２００４年１月の時点で約１３０頭であることが確認されている。

なお，島内のシカ活動域は家屋および岩礁を除く約２５ha で，生

息密度は約５２０頭／ km２である。これは，同じ島である洞爺湖中島

の５８頭／ km２（4），金華山島の６０頭／ km２（3），馬毛島の５２頭／ km２

（8）等の約１０倍にあたり，非常に高い値である。

Ⅲ．調査方法

　島内におけるマゲシカ個体群の群れの構成と分布様式を知るた

めに，島をまんべんなく１周でき，シカの存在をより多く観察す

るため，島内の遊歩道と林内に設定した約３ kmのルートに沿っ

て，ルートセンサスによる直接観察を行った（図１）。センサス

は２００４年１月から８月まで毎月３日間行い，１日のセンサスは雨

天時を避け，午前，午後の計２回行った。なお，２月は悪天候で

船が出航せず，調査を行うことが出来なかった。

　センサスでは，観察されたシカの個体数，性，年齢，行動型，

発見位置，発見時刻等を記録した。年齢は，２歳以上の成獣と１

歳以上２歳未満の亜成獣，１歳未満の当才仔の３つのクラスに区

分した。また，センサス中および集計の際に，発見時刻，個体数

と内容，移動方向等から重複個体と思われるものを除いた。
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図－１．阿久根大島における植生図及びセンサスルート
　　　　｜はセンサスルートを示す。



Ⅳ．結果および考察

（１）群れの構成およびサイズの季節変化

　ルートセンサスにより，毎月延べ３８９～４５０頭，全調査期間を通

して計２，９９２頭のマゲシカが確認された。そのうち全発見頭数に

占める割合は，オス３６％，メス４６％，当才仔４％，不明個体１４％

であった。なお，これ以降のデータ解析では，そのうち餌付けに

より採食中であり，明らかに人間活動の影響を受けていると考え

られるものを除いた。

①群れの構成

　群れを成獣オスを１頭以上含む群れをオスグループ，成獣メス

を１頭以上含む群れをメスグループ，成獣オスおよび成獣メスを

それぞれ１頭以上含む群れを混合グループに区分した。各グルー

プに属する群れの相対頻度の季節変化を図２に示す。毎月７８～

１０６の群れが確認された。

　各月のメスグループの割合は，３６～５１％を示し，６月に最も高

かったが，明瞭な季節変化はみられなかった。オスグループの割

合は，１～７月は１６～２９％で，８月に３９％という最も高い値を示し

た。一方，混合グループの割合は，１～７月において２２～３５％を

示したが，８月に１８％と最も低い値を示した。このように，８月に

混合グループの割合が減少し，オスグループの割合が増加したこ

とから，８月になり混合グループからオスが分かれ，オスグルー

プを形成する個体が増加したと考えられた。

　全調査期間で確認されたメスグループの３８％が，亜成獣または

当才仔を含んでいた。中でも亜成獣のオスが含まれるメスグルー

プの割合は，全体の１５％を占めていた。これら以外のその他は全

て成獣メスのみで構成されていた。一方，オスグループでは，全

体の１１％が成獣オスと亜成獣のオスから構成されており，その他

はほとんどが成獣オスのみで構成されていた。

②群れのサイズ

　センサスで確認された各月の群れの平均サイズを図３に示す。

オスグループサイズは，１～８月において１．４～２．５頭／群で変動し，

平均サイズは２．０頭／群であった。また，メスグループサイズは，

２．４～４．２頭／群となり４月に最も大きく，平均サイズは３．０頭／群

であった。一方，混合グループサイズは５．３～８．９頭／群の値を示

し，平均サイズは７．１頭／群で，４月に８．９頭／群，８月に８．６頭／群と

大きい値を示した。しかし，いずれのグループにおいても，グ

ループサイズには大きな季節変化がみられなかった。以上のこと

から，オスグループ，メスグループに比べ，混合グループではグ

ループサイズが非常に大きいことが分かった。

　年平均グループサイズは，金華山島ではオスグループが１．７，

メスグループが２．９，混合グループが６．３で，同様に屋久島ではそ

れぞれ１．５，１．６，３．６であったことが報告されている（1，6）。阿

久根大島のオスおよびメスのグループサイズは，両生息地と比べ

明瞭な差はみられなかった。一方，混合グループサイズは，金華

山島と明瞭な差はみられなかったものの，屋久島よりも比較的大

きかった。

（２）雌雄の分布

　島を１００m×１００mのメッシュで区切った場合の，冬期（１，３

月），春期（４，５月），夏期（６～８月）の成獣オスと成獣メス

の分布図を図４に示す。

　成獣オスと成獣メスの発見個体が多かった地域は重複しており，

分布域が大きく重なる傾向がみられた。成獣オスと成獣メスの発

見個体が多かった地域は，ともに冬期は島内の北西部と南東部の
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図－２．観察された群れグループの相対頻度

図－３．グループサイズの推移
　　　　　縦線は標準偏差を示す。

図－４．阿久根大島における成獣オスと成獣メスの分布の季節変化
　　　　図中の数字は発見頭数を示す。



森林に集中しており，春期および夏期には，北西部と南東部の森

林に加え，島内の中央部に位置するオニシバの草地に集中してい

た。シカの発見個体が多かった森林は，遊歩道から離れているた

め人と遭遇する可能性が低く，比較的見通しが良いという共通の

特徴を持っていた。

　シカの分布には一般的に雌雄のずれが生じるといわれている

（5）。しかし阿久根大島では，約５２０頭／ km２という非常に高いシ

カ生息密度であるため，特にシカの嗜好性が高い地域に雌雄がと

もに集中し，利用していた地域の重複がみられたと考えられた。

　また，前述したように，センサスにおいては混合グループの割

合が比較的高く，グループサイズが非常に大きかった。今回セン

サス中に森林や草地にみられた混合グループの中には，移動時に

オスグループおよびメスグループにそれぞれ分かれ，移動してい

く様子が観察されたものがあった。したがって，観察された混合

グループには，オスグループとメスグループが含まれていたこと

が考えられた。以上のことから，混合グループの割合が比較的高

く，グループサイズが非常に大きかったのは，雌雄の分布域の重

なりが影響していたためと考えられた。

（３）植生タイプ別のマゲシカの分布

　森林，草地，植栽地でそれぞれ確認されたシカの個体数の相対

頻度を図５に示す。各植生タイプで確認された成獣オスの個体数

は，冬期に森林５７％，草地３７％，植裁地５％となり，森林に最も

多く分布していた。しかし，春期は，森林４８％，草地５０％，植栽

地２％，夏期は森林３８％，草地６１％，植栽地１％となり，春期以

降，草地でみられる個体が最も多く，その割合は更に増加した。

また，成獣メスでも同様に，冬期に森林８０％，草地１６％，植栽地

４％となり，森林に最も多く分布していたが，春期は，森林３９％，

草地５７％，植栽地４％，夏期は森林４６％，草地５０％，植栽地３％

となり，春期と夏期では草地に最も多く分布していた。

　森林では冬期～夏期を通して，下層植物を採食している，もし

くは林内において休息している個体が多く確認された。一方，冬

期に非常に寒冷な強風が吹いていた草地では，草地内の給餌場で

採食している個体以外で採食している個体や休息している個体は，

非常に少なかった。しかし，春期以降，オニシバを採食している

個体が多く観察され，また，給餌場で採食した後に散在するクロ

マツやカイコウズの木陰で休息している個体が冬期よりも増加し

ていた。

　オニシバは，海岸砂地によく見られ，春に成長期を迎える多年

生草本であり，生産力が大きくシカにとって採食しやすいといわ

れている（7）。今回，春以降草地でオニシバを採食する個体が

多く観察されたことから，阿久根大島のマゲシカにとっても，オ

ニシバは重要な餌資源の１つであると考えられた。春期，夏期に

草地に見られる個体が増加したのは，餌植物であるオニシバの利

用性が高まったことや，春以降の気温の上昇により，シカが草地

を休息場所として利用しやすくなったことが原因であると考えら

れた。なお，植栽地は島の面積の約１８％を占めているにもかかわ

らず，各期いずれにおいても，全体の１～５％余りと非常に低い

値を示した。これは，植栽地がシカ防護柵で囲まれているために，

シカが侵入しにくいためではないかと考えられた。

　以上のことから，島内におけるシカの分布の季節変化は，気象

条件だけでなく，利用可能な餌植物の存在に大きく影響を受けて

いることが示唆された。

Ⅴ．まとめ

　阿久根大島のマゲシカ個体群は，群れの構成において混合グ

ループの割合が比較的高く，混合グループではオスグループおよ

びメスグループに比べグループサイズが非常に大きいことが分

かった。これは，非常に高いシカ生息密度による雌雄の分布域の

重なりが関係していると考えられた。また，島内におけるシカの

分布には季節変化が見られ，それは気象条件と餌植物の存在に影

響を受けていることが考えられた。しかし，今回の結果には秋期

が含まれていなかったため，今後更に調査を継続し，繁殖期にお

ける群れの構成やサイズ，および分布様式等について，他期との

比較を行う必要がある。
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図－５．植生タイプ別における成獣オスと成獣メスの
　　　　　　　相対頻度の季節変化
　　　　　　　図中の数字は発見頭数を示す。


